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　近年、緑内障手術において様々なデバイスが発表され、手技の選択肢が
増えています。
　特に流出路再建術はMIGSの進化により、更なる広がりを見せています。
各デバイスにはそれぞれ特長があり、使い分けに悩むこともあるかと思い
ます。
　今回はカフークデュアルブレードのエキスパートであるお二人の先生に、
多くの先生方が関心を寄せている長期臨床成績を報告していただくこと
になりました。福井大学 岩﨑健太郎先生には昨年6月IJOに掲載された眼
内ドレーンとの比較を、東京大学 藤代貴志先生には今年1月にJJOに掲載
されたマイクロフックとの比較を中心にお話ししていただきます。
　デバイス選択にお悩みの先生方や、これからMIGSを始めようとされる
先生方と一緒に、有意義なセミナーにしたいと思います。皆様のご参加を
お待ちしております。
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